
議題３ コミュニティバス導入検討の進捗状況について（高塚新田地区）

『コミュニティバス導入の手引き』に基づき、高塚新田地区は検討主体

となる地域組織が設立され、コミュニティバス導入検討を進めている。

現在進捗中

今年度実施予定

ステップ

１ 事前準備
・地域組織を設立

・地域ニーズを把握

ステップ

２

・運行ルートの検討

・停留所設置箇所の検討

・サービス水準の検討

・検討ルート沿線住民の

合意形成

ステップ

３ 需要調査の実施
・住民にアンケート調査し

収支率を試算

ステップ

５ 実証運行の準備
・運行事業者の選定

・運行の認可を受ける 等

ステップ

４ 運行計画の作成
・地域公共交通会議で協議

し、承認を得る

ステップ

６ 実証運行の実施
・周知や利用促進

・収支率による運行の判断

ステップ

７ 本格運行の実施
・周知や利用促進

・収支率による運行の判断

運行計画案の
作成

地域が決めたルート案・停留所

設置箇所案について、市が警察

や関係各所と協議・調整を行う。

需要調査の実施

収支率の試算
収支率＝運賃収入／運行経費

実証運行実施
計画の見直し

又は導入見合わせ

収支率４０％以上 収支率４０％未満

Ａルート（右図 ） Ｂルート（右図 ）

鉄道駅・周辺商業施設 秋山駅 東松戸駅

既存路線バス利用促進
・京成バス「国分高校」バス停
・新京成バス「秋山駅」バス停

・新京成バス「梨香台団地」バス停
・京成バス・新京成バス

「東松戸駅」バス停

その他の施設

医療機関
・秋山ハートクリニック
・梨香台診療所

公共施設
・ひがまつテラス
・東部スポーツパーク
・東部老人福祉センター
・東部市民センター

地域ニーズの反映、既存路線バスの補完２．検討ルートについて

１．検討状況について

※需要調査：検討ルート沿線住民（無作為抽出）に
郵送配布でアンケート調査を実施。
調査期間は２週間程度。

ステップ３について

資 料 ３

地域要望ルート案 （AルートとBルートの複合ルート）
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